
平
安
時
代
に
於
け
る
表
白
文
の
文
体
的
性
格

－
－
－
和
化
漢
文
的
要
素
に
注
目
し
て
　
－

は
じ
め
に

表
白
は
、
諸
法
会
・
修
法
・
浦
項
な
ど
に
当
た
っ
て
、
法
事
の
趣
旨
を
表
啓

告
白
す
る
行
為
で
あ
っ
て
、
そ
の
際
に
宣
読
さ
れ
る
文
章
が
表
白
文
で
あ
る
。

平
安
時
代
に
作
成
さ
れ
た
表
白
文
は
、
『
本
朝
文
粋
』
な
ど
の
湊
詩
文
集
や

裏
白
集
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
文
体
は
、
大
概
、
主
と
し
て
対
句
の
連
続

に
よ
る
四
六
餅
陀
体
の
〝
正
格
（
純
）
漢
文
″
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
来
た
よ

う
で
あ
〈
慰

今
、
現
存
最
古
の
表
白
文
と
し
て
注
目
さ
れ
て
丸
亀
前
中
書
王
「
村
上
天
皇

御
筆
法
華
経
供
養
講
説
日
間
者
表
白
文
」
（
天
暦
九
年
へ
九
五
五
〉
正
月
四
旦

の

全

文

を

左

㍉

引

用

し

て

一

琴

。

　

　

h

 

b

○
金
輪
聖
主
、
尭
雲
過
燕
、
潤
薬
草
於
春
畝
、
舜
日
産
照
、
転
法
輪
於
昏
衝
、

F
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
L

方
今
開
蓮
之
文
、

β

一

一

．

1

－

－

－

－

－

－

－

－

．

1

－

－

－

1

－

－

－

c
I
1
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
1

出
聖
跡
臨
池
之
妙
、
貰
花
之
償
、
僅
神
筆
入
木
之
功
、

択
碩
徳
於
嘱
堂
、
開
講
延
於
燕
寝
、

g

　

　

　

　

　

　

　

　

　

′

g

 

L

H

試
走
珊
剰
矧
矧
、
利
却
得
達
者
也
、
′
講

．
L
H

匠
剋
矧
剣
山
、
矧
謝
知
義
、
東
風
未
温
、
舌
下
之
氷
尽
解
、
子
夜
来
至
、
胸

中
之
目
先
明
、

聯
叩
疑
問
之
枢
、
将
披
難
入
之
義
、

傍
線
部
が
対
句
に
よ
っ
て
綴
ら
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
（
a
と
′
a
が
対
を
成

す
、
b
と
げ
以
下
も
同
じ
）
。

山
　
　
本
　
　
真
　
　
吾

一
見
し
て
、
対
句
を
基
調
と
し
た
文
章
で
あ
っ
て
、
和
習
の
指
摘
さ
れ
な
い

こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
か
と
思
う
。

と
こ
ろ
が
、
築
畠
裕
博
士
は
、
「
高
山
寺
本
表
白
基
の
研
究
」
（
廿
同
山
寺
資
料

請
書
箪
一
冊
音
同
山
寺
本
古
往
来
　
表
白
集
』
昭
5
2
・
東
京
大
学
出
版
会
）
の

中
で
、
『
高
山
寺
本
表
白
集
し
所
収
の
表
白
文
の
文
体
に
つ
い
て
、
次
の
如
く

述
べ
ら
れ
る
。

〇
本
集
所
収
の
各
文
は
、
何
れ
も
本
来
は
正
格
の
漢
文
で
あ
る
筈
だ
が
、
中
に

若
干
和
習
を
帯
び
た
も
の
が
あ
る
。
就
中
、
「
拾
」
を
敬
語
の
接
尾
語
と
し

て
用
ゐ
た
も
の
が
注
意
さ
れ
る
。

事
蛙
大
師
之
報
恩
、
動
矧
諸
徳
之
真
影
（
空

仰
願
、
両
部
界
会
、
諸
尊
聖
衆
、
孔
雀
明
王
、
外
金
剛
部
、
謹
法
天
等
、
依

此
卸
値
善
威
力
、
全
輪
長
転
、
〔
現
計
避
久
、
四
海
普
潤
、
五
穀
豊
餞
紺
、
（
4
2
7
）

4
2
7
行
の
例
は
、
「
表
白
」
の
標
題
を
有
さ
な
い
欝
の
例
で
一
応
こ
れ
を
留
保

す
る
と
し
て
、
院
政
期
に
成
っ
た
、
「
高
山
寺
本
表
白
集
J
所
収
の
表
白
文
の

文
章
に
差
所
謂
「
和
習
」
（
以
下
、
本
稿
で
は
和
化
漢
文
的
要
素
と
称
す
る
こ

と
と
す
る
）
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
右
の
御
指
摘
を
踏
ま
え
て
、
主
に
、
こ
の
和
化
漢
文
的
要
素
に
注



目
し
、
平
安
時
代
に
於
け
る
表
白
文
の
文
体
的
性
格
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

従
米
、
「
正
格
（
純
）
漢
文
」
と
見
徹
さ
れ
て
来
た
平
安
時
代
の
表
白
文
に

も
、
現
存
資
料
を
仔
細
に
観
察
す
る
と
、
い
く
つ
か
の
和
化
漢
文
的
要
素
が
指

摘
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
先
ず
、
そ
の
具
体
的
な
状
況
を
時
代
毎
に
記
述
す
る

こ
と
か
ら
始
め
て
、
如
何
な
る
和
化
漢
文
的
要
素
が
、
い
つ
頃
、
ど
の
よ
う
に

現
れ
る
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
。

一
、
分
析
の
方
法

具
体
的
な
検
討
に
入
る
前
に
、
こ
こ
で
、
は
じ
め
に
述
べ
た
「
和
化
漢
文
的

要
素
」
と
い
う
術
語
に
つ
い
て
規
定
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

峰
岸
明
博
士
の
所
説
に
依
れ
（
卑
　
「
和
化
漢
文
」
と
は
、
変
体
漢
文
の
下
位

概
念
で
、
純
漢
文
を
作
成
し
よ
う
と
努
力
し
つ
つ
も
、
な
お
日
本
語
の
影
響
を

免
れ
得
な
か
っ
た
痕
跡
の
認
め
ら
れ
る
文
章
の
称
で
あ
る
と
言
う
。
従
っ
て
、

「
和
化
漢
文
的
要
素
」
と
は
、
中
国
古
典
の
文
章
に
は
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ

な
い
、
日
本
語
文
独
特
の
用
字
・
用
語
・
文
法
を
指
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
し
、
一
口
に
和
化
漢
文
的
要
素
と
言
っ
て
も
、
実
際
に
そ
れ
を
網
羅
し

尽
す
こ
と
は
、
こ
の
方
面
の
研
究
の
現
状
か
ら
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

築
島
裕
博
士
は
、
こ
の
「
和
化
漢
文
的
要
素
」
を
次
の
五
項
に
集
約
し
て
説

（4）

か
れ
る
。

㈲
措
辞
法
（
語
順
・
語
序
）
の
中
に
、
漢
文
式
で
な
く
し
て
、
日
本
語
式
に
な

っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
こ
と
。

㈲
漢
字
の
用
法
の
中
に
、
純
漢
文
の
中
で
の
本
来
の
用
法
か
ら
外
れ
た
も
の
が

あ
る
こ
と
。

㈲
純
漢
文
を
訓
読
す
る
際
に
は
補
読
す
べ
き
語
（
即
ち
、
純
漢
文
と
し
て
表
記

す
る
と
き
に
は
表
記
し
な
い
括
）
を
、
漢
字
と
し
て
書
き
加
え
る
こ
と
。

㈱
純
粋
の
漢
文
に
用
い
な
い
和
語
を
漢
字
で
表
現
す
る
こ
と
。

㈲
固
有
名
詞
以
外
の
語
を
、
万
葉
仮
名
・
平
仮
名
・
省
画
仮
名
な
ど
を
用
い
て

表
記
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
。

本
稿
で
は
、
さ
し
あ
た
り
、
右
の
㈲
－
㈲
の
各
項
目
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

に
該
当
す
る
と
思
し
き
言
語
事
象
を
取
上
げ
、
時
代
毎
に
そ
の
様
相
を
記
述
し

（5）

て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

平
安
時
代
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
表
白
文
の
う
ち
、
現
在
迄
に
調
査

し
得
た
文
献
は
約
一
五
〇
岩
に
の
ぼ
る
。

こ
れ
を
今
、
便
宜
に
、
作
成
さ
れ
た
時
代
や
作
成
者
の
身
分
・
階
級
な
ど
の
外
的，6、

徴
証
か
ら
類
別
す
れ
ば
、
大
き
く
三
群
に
分
か
つ
こ
と
が
出
来
よ
う
か
と
思
う
。

川
平
安
時
代
初
期
資
料
群
　
－
　
弘
法
大
師
空
海
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
も
の

㈱
平
安
時
代
中
・
後
期
資
料
群
　
－
　
主
と
し
て
儒
者
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
も

の
の
院
政
期
資
料
群
　
－
　
新
興
の
僧
侶
作
の
も
の
と
旧
未
の
儒
者
作
の
も
の

以
下
、
こ
の
順
に
従
っ
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

一
一
、
平
安
時
代
初
期
資
料
群
の
検
討

平
安
時
代
の
初
期
に
活
躍
し
た
空
海
の
手
に
成
る
詩
文
を
集
め
た
『
続
遍
照

発
揮
性
霊
集
補
閲
抄
し
（
以
下
「
性
霊
集
』
と
略
称
す
る
）
の
巻
第
八
に
は
、
「
表

白
」
の
標
題
を
宥
す
る
作
品
が
六
篇
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
「
性
霊
集
し
所
収
の

詩
文
の
中
に
は
、
勅
雷
や
後
人
の
仮
託
の
混
入
し
て
い
る
こ
と
が
先
学
に
よ
っ

（7）

て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
六
笛
の
表
白
文
に
つ
い
て
は
、
空
海
作

を
撃
フ
証
が
今
の
と
こ
ろ
見
出
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
暫
く
こ
れ
を
平
安
初
期



の
表
白
文
資
料
と
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。

さ
て
、
こ
の
六
欝
の
表
白
文
の
文
章
を
仔
細
に
観
察
し
て
み
る
に
、
そ
こ
に

和
化
漢
文
的
要
素
の
容
易
に
見
出
し
雉
い
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
次
に
掲
げ
る
「
奉
」
字
の
例
は
、
先
の
㈱
本
来
訓
読
の
際

（8）

に
捕
読
す
べ
き
語
の
漢
字
表
記
例
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

①
謹
奉
為
先
敗
。
酬
写
大
三
摩
耶
理
趣
経
井
講
演
文
義
兼
陳
列
大
東
茶
羅
奉
献

随
力
珍
供
。
（
「
為
忠
延
師
先
批
講
理
趣
経
表
白
」
）

⑧
刹
造
五
十
五
之
大
桑
茶
如
米
。
書
写
十
二
都
連
犀
々
茶
羅
。
（
「
講
演
仏
経
報

四
恩
徳
表
白
」
）

③
今
謹
為
。
報
国
極
之
恩
沢
。
答
夫
天
之
徳
海
。
謹
劃
烹
凡
網
妙
経
講
演
丁
義

之
奥
旨
。
（
「
為
先
師
講
釈
梵
網
経
表
白
」
）

④
定
紋
。
為
済
亡
児
発
霊
。
謹
劃
写
金
字
妙
法
蓮
花
経
二
部
般
若
心
経
一
巻
。

兼
延
五
十
八
法
侶
講
宣
妙
経
奥
義
。
（
「
三
嶋
大
夫
為
亡
息
女
書
写
供
養
法
花

経
講
説
衷
白
文
」
）

「
奉
」
字
は
、
中
国
古
典
の
文
章
に
於
い
て
も
、
天
子
・
神
仏
の
こ
と
な
ど
に

対
す
る
敬
語
の
用
法
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
右
の
如
き
「
奉
」
字
の
用
法

は
、
和
化
漢
文
に
特
有
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
既
に
小
林
芳
規
博
士
が
、
迂

都
督
紺
言
頼
文
集
L
の
文
章
に
指
摘
さ
れ
て
い
〈
単

○
奉
頭
道
立
一
金
色
阿
弥
陀
弘
観
音
勢
至
像
各
一
体
（
六
地
蔵
寺
本
・
巻
竺
9
）

に
通
ず
る
例
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。

尚
、
先
の
？
l
歯
の
「
奉
」
字
は
、
い
ず
れ
も
、
対
句
以
外
の
箇
所
、
r
作

文
大
鉢
し
の
所
謂
「
軋
旬
」
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。

後
述
の
如
く
、
平
安
時
代
も
終
わ
り
頃
に
な
る
と
、
和
化
漢
文
的
要
素
は
表
白

文
の
対
句
を
構
成
し
て
い
る
部
分
に
ま
で
窺
わ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

三
、
平
安
時
代
中
・
後
期
資
料
群
の
検
討

平
安
時
代
の
中
期
以
降
の
表
白
文
は
、
儒
者
の
製
作
に
成
る
も
の
が
、
多
く

伝
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
『
本
朝
文
粋
』
を
始
め
と
す
る
漢
詩
文
集
に

収
め
ら
れ
て
い
る
彼
ら
の
表
白
文
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

川
措
辞
法

語
順
・
語
序
に
つ
い
て
は
、
前
代
に
引
き
続
い
て
、
こ
の
期
に
於
い
て
も
概

ね
中
国
古
典
の
文
法
規
範
に
適
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
中
で
次
の
一

例
は
注
目
さ
れ
る
。

⑤
須
レ
為
二
年
李
。
矧
利
二
失
墜
一
。
（
大
江
匡
房
「
法
勝
寺
大
乗
会
表
白
」
）

，
〓
－

こ
れ
は
、
副
詞
「
敢
」
字
の
位
置
を
誤
ま
っ
た
例
で
、
「
決
し
て
～
な
い
」

の
意
味
で
は
「
利
矧
失
墜
」
が
一
般
的
な
語
順
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

㈲
本
来
の
用
法
か
ら
外
れ
た
漢
字

（12）

先
学
の
説
か
れ
る
如
く
、
「
問
」
・
「
去
」
・
「
了
」
の
諸
字
に
関
す
る
次
の
用

法
は
、
和
化
漢
文
に
特
有
の
も
の
で
あ
っ
て
、
当
代
の
古
記
録
に
頻
り
に
用
い

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

⑥
然
矧
提
契
提
衡
之
聖
王
。
依
二
護
持
一
以
安
云
挙
。
（
藤
原
敦
光
「
春
日
御

堂
唯
識
会
表
白
」
）

⑦
畢
永
久
四
年
三
月
六
日
。
供
養
巳
到
。
（
藤
原
敦
光
「
唯
識
全
表
白
」
）

㈲
補
託
語
の
漢
字
表
記

前
代
に
引
き
続
い
て
、
「
奉
」
字
は
謙
譲
の
補
助
動
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
。

⑧
即
劃
レ
誓
l
写
金
字
最
勝
王
経
一
部
十
巻
。
妙
法
蓮
華
一
部
八
巻
。
無
量
義

経
。
観
普
賢
経
各
一
撃
。
（
藤
原
実
収
「
円
宗
寺
最
勝
法
華
会
表
白
」
）

⑨
彷
以
二
紺
紙
金
字
。
劃
レ
写
二
五
部
大
乗
百
七
十
八
撃
。
（
大
江
匡
房
「
法



勝
寺
大
乗
会
表
白
」
）

⑩
以
二
斯
論
之
奥
旨
一
。
剰
レ
増
二
当
社
之
神
威
一
。
（
藤
原
敷
光
「
唯
識
会
表
白
」
）

⑪
塔
中
東
方
。
劃
妄
司
置
薬
師
如
釆
。
日
光
月
光
菩
薩
像
一
。
（
同
右
）

胸
劃
レ
書
当
写
金
字
大
般
若
経
一
部
六
百
華
。
（
同
右
）

、〓、

更
に
、
右
の
他
、
対
老
尊
敬
の
接
頭
語
と
し
て
の
「
御
」
が
用
い
ら
れ
る
。

⑬
抑
願
之
趣
整
体
無
璽
（
藤
原
実
政
「
円
宗
寺
最
膵
法
華
会
表
白
」
）

⑲
厳
重
之
酬
願
。
不
レ
可
二
得
而
称
哀
歓
。
（
藤
原
敦
光
「
法
勝
寺
大
乗
会
講
師

表
白
」
）

い
ず
れ
も
「
御
顧
」
の
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

射
・
封
に
該
当
す
る
と
思
し
き
例
は
見
出
さ
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

以
上
見
て
釆
た
よ
う
に
、
和
化
漢
文
的
要
素
は
、
前
代
に
比
し
て
、
や
や
そ

の
種
類
は
増
加
す
る
も
の
の
依
然
限
定
的
に
し
か
用
い
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
、
当
代
の
表
白
文
に
於
い
て
も
、
こ
れ
ら
は
非
対
句
部
分
に
し
か
出
現

し
な
い
の
で
あ
る
。

四
、
院
政
期
資
料
群
の
検
討

〔
〓
僧
侶
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
表
白
文
の
場
合

表
白
文
の
歴
史
の
上
で
、
院
政
期
は
、
一
つ
．
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る

重
要
な
時
期
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
期
に
は
儒
者

だ
け
で
な
く
、
真
言
・
天
台
両
教
凹
の
一
般
の
僧
侶
達
も
自
ら
の
手
で
表
白
文

を
作
成
し
始
め
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
こ
の
新
興
の
僧
侶
の
手
に
成
る
表
白
文
を
対
象
と
し
て
、

宗
派
・
涜
派
別
に
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
1
）
真
言
宗

（
1
）
東
寺
・
勧
修
寺
関
係

真
言
宗
で
は
、
ま
ず
、
束
寺
・
勧
修
寺
関
係
の
憫
侶
の
手
に
成
る
表
白
文
が

多
く
伝
わ
っ
て
い
る
。
就
中
、
勧
修
寺
法
務
寛
信
を
中
心
と
す
る
人
々
の
作
が

多
く
、
は
じ
め
に
引
用
し
た
「
高
山
寺
本
表
白
集
L
な
ど
の
文
献
に
、
一
一
三

〇
年
頃
か
ら
二
五
〇
年
頃
に
か
け
て
作
成
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
表
白
文
が
伝

存
し
て
い
る
。
先
の
手
順
で
、
こ
の
表
白
文
を
分
析
す
る
。

㈲
措
辞
法

こ
の
項
で
取
上
げ
る
べ
き
例
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

①
本
来
の
用
法
か
ら
外
れ
た
漢
字

古
記
録
に
頻
出
す
る
よ
う
な
、
「
以
」
字
を
、
副
詞
「
早
」
や
「
又
」
と
併

（‖、

用
し
て
「
早
以
」
・
「
又
以
」
と
用
い
る
例
が
存
す
る
。

【

7

〕

l

1

．

1

1

⑮
故
日
月
変
化
之
憤
、
全
天
恐
怖
、
相
宿
兇
逆
之
過
、
早
以
消
除
、
（
「
孔
雀
経

御
読
経
表
白
」
（
昔
l
・
i
J
山
寺
本
表
白
集
翌
）
〔麿〕

⑲
道
立
供
貴
之
御
輿
不
知
蔑
千
、
讃
「
秘
密
之
蕃
値
、
又
l
周
巨
万
ナ
リ
（
「
愛

染
王
供
養
表
白
」
（
高
山
寺
本
表
白
集
3
7
）
）

㈲
補
説
語
の
漢
字
表
記

こ
こ
で
、
先
ず
取
上
げ
る
べ
き
は
、
は
じ
め
に
引
用
し
た
、
対
者
尊
敬
の
本

動
詞
に
添
え
る
補
助
動
詞
と
し
て
の
「
拾
」
で
あ
ろ
う
。

⑰
事
鵬
大
師
之
報
恩
、
勤
捌
諸
徳
之
真
影
一
「
束
寺
御
影
供
導
師
表
白
」
（
高
山

寺
本
表
白
集
2
）
）

又
、
「
オ
ハ
シ
マ
ス
」
の
表
記
と
見
ら
れ
る
「
脚
」
の
例
が
拾
わ
れ
る
。

．

り

ー

⑲
以
施
仏
及
僧
、
為
最
昏
之
営
、
以
名
衣
上
眼
、
為
造
次
之
勃
興
「
逆
修
結
紹

願
鼻
タ
ラ
供
表
白
」
（
高
山
寺
本
表
白
箪
望
）

こ
の
他
に
は
、
前
代
よ
り
既
に
例
の
存
し
て
い
た
・
「
奉
－
」
や
「
御
－
」
の

例
が
認
め
ら
れ
る
。

（
「
奉
」
の
例
）



⑲
八
供
之
充
法
界
、
僅
奉
娼
蜜
語
、
四
摂
之
引
仏
道
、
只
以
結
秘
契
。
（
「
金
剛

行
法
表
白
」
（
高
山
寺
本
表
白
集
4
）
一

⑳
五
眼
率
粛
兵
足
、
（
「
表
白
」
（
高
山
寺
本
表
白
集
讐
）

（
「
脚
」
の
例
）

⑪
成
就
皇
子
誕
生
之
剛
興
只
任
孔
雀
明
王
之
本
琶
（
「
三
位
殿
孔
雀
経
御
読

経
表
白
」
（
高
山
寺
本
表
白
集
3
4
）
）

⑳
造
仏
写
経
之
酬
輿
繁
咄
呉
江
之
松
、
内
径
外
典
之
析
請
、
多
於
楚
嶺
之
竹
、

（
「
三
位
殿
半
丈
六
愛
染
王
供
養
表
白
」
（
高
山
寺
本
表
白
集
讐
）

⑳
早
消
抑
悩
、
弥
顕
本
尊
之
功
能
、
遠
持
仙
罪
、
仰
諸
仏
之
威
力
、
（
「
院
辛
勝

陀
羅
尼
供
養
表
白
」
（
高
山
寺
本
表
白
集
5
1
）
）

㊧
間
要
地
抑
眼
、
（
「
表
白
」
（
高
山
寺
本
表
白
集
聖
）

「
脚
願
」
の
他
に
も
、
⑳
「
御
悩
」
⑳
「
脚
眼
」
等
の
例
が
認
め
ら
れ
、
注

目
さ
れ
る
。

し
か
し
、
一
屑
注
目
に
値
す
べ
き
こ
と
は
、
右
の
諸
字
が
出
現
す
る
、
文
章

中
の
位
置
で
あ
る
。

例
え
ば
、
㊧
・
⑳
の
「
脚
願
」
を
含
む
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
対
句
を
構
成
し
て

じ
旧
n

お
り
、
『
作
文
大
鉢
し
の
所
謂
「
長
句
」
に
用
い
ら
れ
る
⑳
の
「
御
願
」
は
次

じ
旧
凸

の
句
の
「
本
質
」
と
、
「
密
隔
句
」
中
に
用
い
ら
れ
る
⑳
の
「
御
願
」
は
三
句

め
の
「
祈
請
」
と
対
を
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。、
け
ー

又
、
先
に
挙
げ
た
⑮
・
⑲
の
例
も
、
「
雑
隔
句
」
中
に
出
現
し
て
い
る
の
で

あ
る
。こ
の
よ
う
に
、
当
代
の
真
言
僧
が
作
っ
た
表
白
文
に
至
っ
て
、
弥
よ
対
句
表

現
の
内
部
に
ま
で
、
和
化
漢
文
的
要
素
が
入
り
込
ん
で
来
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

㈱
純
粋
の
漢
文
に
用
い
な
い
和
語

こ
の
項
で
取
上
げ
る
べ
き
例
は
、
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

㈲
仮
名
の
混
用

『
高
山
寺
本
表
白
集
』
に
は
、
所
謂
「
抄
物
書
」
が
多
く
認
め
ら
れ
る
こ
と

（。8）

は
、
既
に
築
良
和
博
士
の
報
告
さ
れ
た
所
で
あ
る
。

こ
の
中
、

⑳
故
依
「
心
観
念
、
忽
入
副
剥
之
日
輪
、
（
「
浦
項
説
経
導
師
表
白
」
（
甘
競
寺
本

表
白
集
3
0
）
）

⑳
秘
密
大
夏
引
者
、
三
β
五
β
之
諸
誰
星
綴
、
（
「
逆
修
繕
紹
願
夏
タ
ラ
侠
表

白
」
へ
同
4
4
）
）

は
、
そ
れ
ぞ
れ
⑳
「
薩
墟
」
⑳
「
鼻
茶
羅
」
の
片
仮
名
表
記
例
と
し
て
注
目
さ

れ
る
。但
し
、
こ
う
し
た
あ
る
特
定
の
仏
教
語
の
仮
名
表
記
例
は
、
他
の
院
政
期
の

表
白
文
に
は
見
出
し
難
く
、
本
書
の
吾
写
さ
れ
た
鎌
倉
初
期
頃
の
も
の
と
見
る

べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

続
群
書
輿
従
巻
第
八
二
四
・
八
二
五
所
収
の
　
r
表
白
集
L
に
は
、
「
受
タ
ラ
」

「
タ
ラ
ニ
」
「
タ
ラ
1
1
品
」
等
の
例
が
見
え
、
日
光
輪
王
寺
蔵
諸
事
表
白
鎌
倉
初

禦
目
星
和
に
も
、
「
阿
ミ
タ
如
来
」
等
の
例
が
拾
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
表

白
」
の
標
越
を
有
さ
な
い
文
章
中
に
出
現
す
る
例
で
も
あ
り
、
尚
、
検
討
を
要

す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
2
）
仁
和
寺
関
係

先
の
東
寺
・
勧
修
寺
関
係
の
僧
侶
の
手
に
成
る
表
白
文
よ
り
も
少
し
時
代
が

下
っ
て
、
同
じ
琴
吉
宗
系
の
仁
和
寺
に
於
い
て
は
、
第
五
代
の
紫
全
豪
寺
御
室

・
覚
性
法
親
王
や
第
六
代
の
喜
多
院
御
室
・
守
党
法
親
王
の
手
に
成
る
表
白
文

が
多
く
伝
存
し
て
い
る
。



彼
ら
の
作
に
は
、
こ
こ
で
取
上
げ
る
べ
き
和
化
漢
文
的
要
素
の
例
は
あ
ま
り

多
く
認
め
ら
れ
ず
、
前
代
の
も
の
を
襲
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
留
ま
る

よ
う
で
あ
る
。

仙
措
辞
法

こ
こ
で
取
上
げ
る
べ
き
例
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

㈲
本
来
の
用
法
か
ら
外
れ
た
漢
字

㊨
長
寛
之
比
供
沓
先
畢
、
然
剛
、
回
禄
之
妖
祥
早
生
（
守
覚
「
八
条
院
常
舶
血
御

堂
供
養
表
白
」
）

こ
れ
は
、
先
の
⑥
の
例
に
通
ず
る
用
法
で
あ
る
。

㈱
補
読
語
の
漢
字
表
記

⑳
択
方
便
之
良
辰
、
設
鄭
重
之
釧
願
（
守
覚
「
八
条
院
常
盤
御
堂
供
養
表
白
」
）

⑳
抑
願
之
旨
非
他
、
偏
劃
析
鳥
羽
法
皇
美
福
門
院
之
大
菩
提
央
（
覚
性
「
八
条

院
舎
利
供
養
表
白
」
）

こ
れ
ら
も
、
既
に
、
前
代
に
例
の
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
只
、
⑳
の
「
御
顧
」

の
例
は
、
六
字
句
に
よ
る
長
句
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
「
良
辰
」
と
対
を
成
し

て
い
る
点
は
注
意
し
て
お
い
て
良
か
ろ
う
。

㈱
・
㈲
に
該
当
す
る
と
思
し
き
例
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

（
2
）
天
台
宗

院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
天
台
宗
の
表
白
文
と
言
え
ば
、
直
ち
に

想
起
さ
れ
る
の
が
、
安
居
院
流
唱
導
の
活
躍
で
あ
る
。
そ
の
祖
澄
憲
は
、
明
雲

座
主
の
弟
子
で
、
r
元
亨
釈
書
』
に
も
、

T
ウ

○
治
承
養
和
之
間
。
澄
憲
法
印
挟
二
拾
事
之
家
学
一
。
按
二
智
者
之
宗
綱
一
。
台
だ

射
二
儒
林
一
而
花
鮮
空
。
性
具
出
二
舌
端
一
而
泉
ノ
如
二
湧
。
一
昇
二
高
座
一
四
衆

’
フ
t

清
レ
耳
。
晩
年
不
レ
惧
二
戒
法
一
。
屡
生
二
数
子
一
。
長
嗣
聖
党
克
二
家
業
一
課
二

唱
準
一
一
。
（
中
略
）
寛
元
之
問
。
有
二
定
円
ト
云
老
一
。
園
城
之
徒
也
。
畢
一
昭

説
一
。
又
立
二
家
一
。
猶
如
二
審
力
苗
種
一
。
方
今
天
下
言
二
唱
清
一
者
。
皆
効
二

二
家
一
。

（
巻
第
二
十
九
・
着
芸
七
、
肺
腑
国
史
大
系
に
よ
る
）

と
あ
る
如
く
、
当
世
第
一
の
説
法
の
名
手
と
う
た
わ
れ
た
。
こ
の
澄
憲
に
始
ま

る
唱
導
の
独
特
な
展
開
は
、
そ
の
其
弟
聖
覚
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
、
鎌
倉
中
期

の
寛
元
年
問
に
起
こ
っ
て
く
る
定
円
を
中
心
と
す
る
三
井
寺
学
派
と
相
並
ん
で
、

二
大
唱
導
流
派
を
形
成
し
、
他
の
門
流
に
対
し
て
一
つ
の
規
範
と
し
て
の
権
威

を
も
っ
て
伝
わ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
澄
吉
の
表
白
文
に
つ
い
て
は
、
既
に
櫛
田
良
洪
∵
山
岸
徳
平
・
川
口
久

雄
‥
水
井
義
憲
・
関
山
和
夫
・
菊
池
良
「
清
水
宥
聖
・
阿
部
泰
郎
ら
の
諸
氏

に
よ
っ
て
、
仏
教
史
学
・
仏
教
文
学
の
方
面
か
ら
の
す
ぐ
れ
た
研
究
成
果
が
報

告
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
澄
憲
作
の
表
白
文
の
文
体
的
概
括
乃
至
文
体
印
象
に
つ
い
て
は
、

次
の
三
氏
に
御
論
が
あ
る
。

U峨n

山
岸
徳
平
氏
は
、
r
濫
患
作
文
集
L
よ
り
実
例
を
挙
げ
て
、
「
こ
れ
を
見
る

と
、
「
着
㌘
手
蔓
直
」
と
か
「
置
㌘
木
苧
一
面
」
　
の
様
至
言
ひ
方
は
、
全
く

俗
談
平
語
と
称
す
べ
き
も
の
で
、
漢
文
の
句
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
「
静
二
思
二

能
グ
案
ズ
レ
パ
」
や
「
取
の
喩
寄
㌢
パ
物
。
」
も
亦
、
和
習
漢
文
た
る
事
が
、
明
ら
か

で
あ
り
ま
す
。
句
法
と
し
て
も
、
砕
け
た
点
が
多
く
、
謂
は
．
ト
大
衆
向
き
と
言

ひ
た
い
状
態
に
あ
り
ま
す
」
と
評
さ
れ
る
。

又
、
川
口
久
雄
氏
や
そ
の
表
白
文
に
認
め
ら
れ
る
「
和
習
」
を
、
①
助
辞

の
省
略
・
訓
点
の
記
入
②
記
録
文
の
用
字
法
③
日
本
語
的
語
順
等
に
顆
別
し
て

示
さ
れ
、
こ
れ
を
、
「
本
来
の
古
典
文
体
た
る
四
六
顔
偶
の
き
び
し
い
制
約
か

ら
解
放
さ
れ
つ
つ
、
な
お
そ
の
四
六
的
な
格
調
を
存
し
っ
つ
、
日
常
口
語
脈
の

浸
入
を
許
し
、
白
話
的
に
民
衆
に
わ
か
り
易
い
唱
導
文
」
で
あ
る
と
し
て
、
「
こ



こ
に
朗
体
の
散
文
と
い
う
よ
り
も
新
体
的
な
奇
妙
な
感
傷
的
美
文
の
生
誕
が
み

ら
れ
る
、
こ
れ
こ
そ
わ
が
唱
導
文
学
の
文
体
で
あ
る
と
い
え
よ
う
」
と
説
か
れ

る
。

（22）

関
山
和
夫
氏
は
、
又
、
「
そ
れ
ら
は
何
れ
も
貴
族
的
な
色
彩
が
濃
く
、
庶
民

性
に
乏
し
い
。
安
居
院
流
初
期
の
表
白
体
説
教
は
経
典
・
漢
籍
・
和
書
に
出
典

を
求
め
て
文
章
が
軍
ら
れ
、
伝
統
的
権
威
を
保
っ
て
い
る
。
従
っ
て
美
辞
配
句

を
連
ね
る
の
み
で
説
得
力
が
乏
し
く
、
こ
の
表
白
文
を
見
る
限
り
で
は
、
諾
否

に
伝
え
る
澄
む
の
巧
み
な
説
教
は
想
像
出
来
な
い
。
や
は
り
説
教
と
話
芸
は

「
書
か
れ
ざ
る
も
の
」
で
あ
っ
て
、
書
い
た
も
の
だ
け
で
判
断
す
る
こ
と
は
誤

り
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
、
「
空
疎
な
感
じ
が
す
る
」
と
そ
の
印
象
を
ま
と
め
ら

れ
る
。こ
れ
ら
の
文
体
に
関
す
る
概
括
な
り
印
象
は
、
そ
の
評
価
は
分
れ
る
も
の
の
、

そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
の
一
面
を
押
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

但
し
、
三
氏
の
用
い
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
（
主
と
し
て
r
澄
憲
作
文
集
し
）
に
は
、

そ
の
文
章
が
、
本
当
に
「
表
白
文
」
で
あ
る
か
ど
う
か
疑
わ
れ
る
も
の
も
あ
り
、

そ
の
意
味
で
は
再
検
討
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
三
氏
の
脚
論
を
踏
ま
え
た
上
で
、
明
確
に
「
表
白
」
の
標
題
を

有
す
る
文
章
を
対
象
と
し
て
分
析
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。

仙
措
辞
法
・

語
順
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
「
有
」
字
の
上
に
主
語
を
置
い
た
、

⑳
具
ナ
″
旨
利
到
脚
願
文
㍉
l
。
（
「
仏
院
供
養
表
白
」
）

等
、
掲
げ
る
べ
き
例
が
多
い
け
れ
ど
も
、
繁
雑
に
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
右
の

一
例
を
示
す
に
留
め
た
い
。

②
本
来
の
用
法
か
ら
外
れ
た
漢
字

浸
憲
の
作
品
に
も
、
こ
こ
に
挙
げ
る
べ
き
例
が
見
出
せ
る
。

⑳
然
榔
王
子
傭
船
シ
カ
ハ
儲
君
一
以
母
氏
一
即
為
亨
脚
二
「
鳥
羽
院
御
国
忌
表
白
」
）

⑫
劃
承
安
葦
始
品
シ
テ
千
日
ノ
講
経
二
「
建
春
門
院
千
日
御
講
結
顧
表
白
」
）

⑳
勤
芹
セ
ラ
ル
・
「
越
l
修
ノ
御
井
根
」
刊
ヌ
（
「
治
承
三
年
御
逆
修
結
願
表
白
」
）

㊧
仏
説
テ
云
l
給
彗
立
ス
ル
新
宕
レ
嬰
竺
ハ
古
」
笥
（
「
仏
院
供
養
表
白
」
）

㈱
補
説
語
の
漢
字
表
記

前
代
に
例
の
見
ら
れ
た
、
接
統
語
の
「
御
」
や
謙
譲
表
現
の
「
奉
へ
対
者
尊

敬
の
補
助
動
詞
「
拾
」
・
「
御
」
な
ど
は
、
対
句
部
分
・
非
対
句
部
分
に
関
係
な

く
、
枚
挙
に
追
な
い
程
、
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
一
々
を

挙
例
し
な
い
が
、
澄
憲
作
の
表
白
文
に
始
め
て
例
を
見
る
も
の
と
し
て
は
、

‖

　

ナ

へ

l

⑮
就
テ
モ
何
事
一
催
サ
ム
ト
浄
土
之
国
魚
l
食
シ
合
歓
（
「
建
春
門
院
御
中
陰
中
貝
経

供
養
表
白
」
）

⑳
法
皇
不
蒜
＝
創
一
（
「
奉
為
建
春
門
院
百
箇
日
脚
八
講
結
願
御
縫
供
憂
表
白
」
）

の
如
き
、
「
食
」
字
の
用
法
が
あ
り
、
⑳
「
オ
ポ
シ
メ
ス
」
⑳
「
シ
ロ
シ
メ
ス
」

と
訓
じ
た
か
と
思
わ
れ
〈
聖

更
に
、
次
の
例
も
、
前
代
の
表
白
文
に
は
見
出
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

㊨
我
君
九
l
品
往
生
ハ
刊
副
所
。
不
疑
ハ
也
（
「
霹
応
御
逆
修
初
七
日
表
白
」
）

こ
れ
は
、
本
来
「
本
」
　
二
子
で
「
モ
ト
ヨ
リ
」
と
訓
ず
べ
き
と
こ
ろ
に
「
自
」

を
添
え
た
例
と
考
え
ら
れ
（
奪

㈱
純
粋
の
漢
文
に
用
い
な
い
和
語

こ
こ
で
は
、
仮
名
文
学
語
系
の
言
語
の
漢
字
表
記
と
考
え
ら
れ
る
も
の
と
し

て
、
次
の
三
例
を
示
す
。

⑳
琴
世
ノ
人
ノ
戸
檻
戎
ハ
先
求
テ
今
生
之
栄
花
一
一
一
（
「
蓄
応
御
逆
修
初
七
日
表
白
」
）

の
矧
賢
莫
逗
留
「
立
道
ノ
旧
里
l
〓
「
建
春
門
院
五
七
日
供
養
表
白
」
）

⑲
是
以
恋
恩
徳
乏
思
矧
叫
劃
1
（
「
建
春
門
院
御
中
陰
中
貝
柱
供
養
表
白
」
）

⑳
は
名
詞
「
ア
リ
サ
マ
」
、
⑳
は
感
動
詞
「
ア
ナ
」
、
⑳
は
形
容
詞
「
ヤ
ム
ゴ



ト
ナ
シ
」
の
表
記
例
と
考
え
ら
れ
、
所
謂
倍
字
表
記
に
従
う
も
の
で
あ
る
。

㈲
仮
名
の
混
用

こ
の
項
に
、
該
当
す
る
例
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

以
上
の
如
く
見
て
来
る
と
、
澄
藩
の
作
に
は
、
前
代
の
ど
の
表
白
文
よ
り
も

多
種
多
様
な
和
化
漢
文
的
要
素
が
混
在
し
て
い
る
事
実
が
知
ら
れ
よ
う
か
と
思

う
0

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
今
回
の
調
査
で
は
、

先
学
の
御
指
摘
に
な
っ
た
①
仮
名
の
軋
牌
釘
丁
寧
語
「
侍
り
」
の
使
用
唾
を
見

出
し
得
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

峰
岸
明
博
士
は
、
高
山
寺
経
蔵
の
表
白
文
を
精
査
さ
れ
て
、
鎌
倉
時
代
に
入

っ
て
本
文
中
に
仮
名
の
交
る
こ
と
を
説
か
れ
（
智

漫
寮
作
の
表
白
文
は
、
今
回
調
査
し
得
た
も
の
の
他
に
も
ま
だ
多
く
伝
存
し

て
い
る
の
で
そ
れ
ら
を
調
査
し
尽
さ
な
い
限
り
、
俄
に
決
し
雉
い
が
、
右
の
御

指
摘
か
ら
も
、
①
仮
名
の
混
用
に
は
尚
疑
を
容
れ
る
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。更
に
、
⑧
丁
寧
語
「
侍
り
」
の
使
用
に
至
っ
て
は
、
頗
る
不
審
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
、
本
来
、
表
白
文
が
勧
請
の
本
尊
聖
衆
の
宝
前
に
於
い
て
宣
託
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
み
て
も
、
聞
手
尊
敬
の
敬
語
の
混
入
は
疑
わ
し
い

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

下
っ
て
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
成
っ
た
、
山
口
光
円
氏
蔵
草
案
集
・
日
光
輪
王

（2。。）

寺
蔵
諸
事
表
白
・
醍
醐
寺
蔵
薬
師
等
の
所
謂
「
表
白
付
説
教
吾
」
に
於
い
て
も
、

説
教
部
や
説
話
部
、
あ
る
い
は
施
主
分
部
に
丁
寧
語
の
使
用
を
見
る
こ
と
が
あ

っ
て
も
、
表
白
部
に
は
決
し
て
出
現
し
な
〈
囲
『
い
う
顕
著
な
事
実
が
看
取
さ
れ

（30）る
。又
、
一
般
に
、
「
表
白
集
」
と
題
さ
れ
る
文
献
の
中
に
も
、
他
の
教
化
や
願

文
の
混
在
す
る
こ
と
は
層
々
あ
る
こ
と
（
で
か
よ
う
な
状
況
か
ら
推
し
て
も
、

果
し
て
r
澄
意
作
文
集
』
所
収
の
文
章
の
す
べ
て
が
表
白
文
で
あ
る
の
か
ど
う

か
は
厳
密
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

と
も
あ
れ
、
従
来
、
唱
導
に
係
る
文
章
を
漠
然
と
「
表
白
願
文
の
顆
」
と
把

え
て
論
を
進
め
る
向
き
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
、
今
後
厳
密
な
意
味
で
語
学

的
文
体
論
の
立
場
か
ら
「
表
白
文
」
を
分
析
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
こ
の
弁
別

は
よ
り
慎
重
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

〔
二
〕
儒
者
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
表
白
文
の
甥
合

こ
こ
で
は
、
旧
来
の
儒
者
の
作
成
し
た
表
白
文
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

こ
の
期
に
表
白
作
者
と
し
て
活
躍
し
た
儒
者
は
、
式
家
の
成
光
・
茂
明
・
政

経
・
敦
周
・
敦
綱
や
商
家
の
通
憲
・
俊
憲
等
で
あ
っ
て
、
彼
ら
の
作
を
対
象
と

し
て
調
査
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

㈲
措
辞
法

こ
の
項
で
取
上
げ
る
べ
き
例
は
、

＠
水
為
二
年
繹
一
。
触
羽
夷
墜
㌔
（
藤
原
敦
縫
「
観
音
院
濯
項
誼
繕
痙
師
表
自
」
）

の
一
例
で
あ
っ
て
、
先
の
⑤
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。

㈲
本
来
の
用
法
か
ら
外
れ
た
漢
字

こ
の
項
に
該
当
す
る
と
思
し
き
例
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

㈲
補
託
語
の
漢
字
表
記

⑫
無
レ
顧
二
魯
恩
之
蒙
昧
一
。
唯
果
二
鄭
重
之
釧
撃
而
巳
。
（
藤
原
茂
明
「
脚
嘉
会

講
師
表
白
」
）

⑬
蓋
守
二
累
代
之
先
規
一
。
酬
レ
祈
二
万
歳
之
宝
梓
由
。
（
藤
原
俊
窓
「
表
白
」
）

㈱
・
㈲
に
該
当
す
る
と
思
し
き
例
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
見
て
来
る
と
、
平
安
時
代
中
・
後
期
の
儒
者
の
作
に
認
め
ら
れ



た
も
の
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
程
度
で
あ
っ
て
、
新
た
に
用
い
ら
れ
始
め

た
と
認
む
べ
き
も
の
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

但
し
、
⑪
・
⑫
・
⑬
の
例
は
、
い
ず
れ
も
対
句
部
分
に
出
現
し
て
お
り
、
こ

の
こ
と
は
前
代
の
儒
者
の
作
と
は
異
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

五
、
平
安
時
代
の
表
白
文
に
認
め
ら
れ
る

和
化
漢
文
的
要
素
の
増
加
の
傾
向
に
つ
い
て

刺
か
疎
略
な
叙
述
に
走
っ
た
嫌
い
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
、
三
～
四
に
至
る
検

討
結
果
を
通
時
的
に
眺
め
直
し
、
箇
条
的
に
ま
と
め
る
と
、
約
そ
次
の
如
く
な

ろ
う
。H
大
局
的
に
見
て
、
平
安
時
代
を
通
じ
て
、
表
白
文
に
は
多
か
れ
少
な
か
れ

和
化
漢
文
的
要
素
が
混
在
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

0
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
和
化
漢
文
的
な
要
素
は
、
そ
の
種
類
・
琉
共
に

豊
富
に
な
っ
て
来
る
。

日
院
政
期
に
入
る
と
、
そ
れ
ま
で
は
非
対
句
部
分
に
留
ま
っ
て
い
た
和
化
漢

文
的
要
素
が
、
対
句
表
現
の
内
部
に
ま
で
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ

し
て
、

①
こ
の
期
に
於
い
て
、
最
も
質
・
蕊
共
に
豊
富
な
和
化
漢
文
的
要
素
を
具
有

し
て
い
る
表
白
文
は
、
天
台
宗
の
澄
憲
の
手
に
成
る
作
で
あ
る
。

②
次
い
で
、
真
言
宗
の
東
寺
・
勧
修
寺
関
係
の
表
白
文
に
多
種
類
の
要
素
が

指
摘
さ
れ
る
。

③
真
言
宗
の
仁
和
寺
関
係
の
表
白
文
や
式
家
・
商
家
と
い
っ
重
儒
者
の
表
白

文
は
、
前
代
の
平
安
中
・
後
期
の
儒
者
が
作
成
し
た
文
章
中
に
拾
わ
れ
る

和
化
漢
文
的
要
素
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
期
の
他

の
宗
派
・
門
流
に
比
し
て
最
も
保
守
的
・
退
嬰
的
で
あ
る
。

さ
て
、
右
の
日
の
①
に
つ
い
て
、
湊
文
体
の
和
化
的
傾
向
と
い
う
言
語
の
変

化
に
最
も
進
取
性
の
認
め
ら
れ
た
天
台
宗
の
性
格
は
、
独
り
表
白
文
に
係
る
こ

と
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

小
林
芳
規
博
士
は
、
「
法
華
百
座
間
書
抄
」
に
お
け
る
中
世
語
の
使
用
と
講

師
と
の
関
係
を
詳
細
に
検
討
さ
れ
、

○
天
台
宗
の
佃
の
中
に
は
、
そ
の
用
語
に
新
し
い
時
代
の
語
詞
・
語
法
を
比
較

的
に
積
極
的
に
反
映
さ
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
ふ
L
が
あ
る
。
院
政
・
鎌

倉
時
代
の
片
仮
名
文
を
見
る
と
、
天
台
宗
僧
の
手
に
な
る
打
開
集
や
草
案
集

に
お
い
て
そ
の
感
を
強
く
す
る
。

と
説
か
れ
（
智
あ
る
い
は
、
右
の
こ
と
と
並
行
的
に
解
釈
さ
れ
る
現
象
か
も
知

れ
な
い
。

更
に
、
③
に
つ
い
て
も
、
当
時
守
覚
法
親
王
の
主
催
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
所

謂
（
其
俗
の
丸
轡
と
い
う
場
を
想
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仁
和
寺
憎
と
式

家
等
の
儒
者
の
作
の
近
似
性
が
説
明
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
尚
、

考
え
た
い
。

お

わ

り

に

以
上
、
従
来
漠
然
と
「
正
格
漢
文
」
の
一
と
考
え
ら
れ
て
釆
た
平
安
時
代
の

表
白
文
の
文
体
的
性
格
に
つ
い
て
、
和
化
漢
文
的
要
素
の
混
入
と
い
う
視
点
か

ら
考
究
し
て
み
た
。

取
上
げ
る
べ
き
重
要
な
例
を
見
落
し
て
い
る
か
も
知
れ
ず
、
素
描
の
域
を
出

る
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
視
点
か
ら
の
一
往
の
見
通
し
は
付
け
得
た
か
と
思

わ
れ
る
。
今
後
は
、
一
層
資
料
を
充
実
し
、
分
析
を
深
め
て
所
論
の
補
正
を
図
り
た
い



と
思
う
。

中
で
も
、
今
回
全
く
言
及
し
得
な
か
っ
た
、
当
代
の
表
白
文
に
認
め
ら
れ
る

所
謂
和
製
漢
語
や
和
化
漢
語
に
つ
い
て
の
考
察
を
、
当
面
の
研
究
課
題
に
し
た

い
と
考
え
て
車
る
。

＜
注
＞

（
1
）
築
畠
裕
「
鎌
倉
時
代
の
言
語
体
系
に
つ
い
て
」
（
r
図
譜
と
国
文
学
L
第

五
十
一
巻
四
号
、
昭
和
四
十
九
年
四
月
）
。

（
2
）
築
畠
裕
「
高
山
寺
本
表
白
集
の
研
究
」
（
高
山
寺
資
料
表
書
第
二
冊
r
高

山
寺
本
古
往
来
　
表
白
集
し
所
収
、
昭
和
五
±
一
年
・
東
京
大
学
出
版

会）。峰岸
明
「
表
白
の
文
章
様
式
に
つ
い
て
」
（
高
山
寺
資
料
叢
書
別
巻
r
高

山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
し
所
収
、
昭
和
五
十
五
年
・
東
京
大
学
出
版
会
）
。

（
3
）
　
「
日
本
漢
文
の
分
野
（
「
記
録
体
」
（
岩
波
書
店
r
盟
日
本
語
1
0
文
体
し

所
収
、
昭
和
五
十
五
年
）
。

（
4
）
　
「
変
体
漢
文
研
究
の
構
想
」
（
r
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の

研
究
J
第
七
章
第
三
節
、
昭
和
三
十
八
年
・
東
京
大
学
出
版
会
）
。

（
5
）
こ
の
五
項
の
う
ち
、
㈱
に
つ
い
て
取
上
げ
る
べ
き
「
日
本
製
漢
語
」
は
、

未
だ
そ
の
概
要
す
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
網
羅
す
る
こ
と
が
相

当
に
困
狂
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
「
日
本
製
漢
語
」
に
つ
い
て
は

検
討
す
る
項
目
か
ら
外
す
こ
と
と
し
た
。

（
6
）
拙
稿
「
平
安
時
代
の
表
白
文
に
於
け
る
対
句
表
現
の
句
法
の
変
達
に
つ

い
て
」
　
（
「
国
語
学
し
百
四
十
九
集
、
昭
和
六
十
二
年
六
月
）
付
表
所
掲

の
文
献
を
対
象
と
し
た
。

（
7
）
ユ
ニ
教
指
帰
　
性
霊
集
し
（
日
本
古
典
文
学
大
系
7
1
、
昭
和
五
十
九
年
、

岩
波
書
店
）
の
「
解
説
」
。

（
8
）
か
よ
う
な
例
は
、
夙
く
、
r
正
倉
院
文
ぎ
等
に
指
摘
で
き
る
。
右
に

そ
の
一
例
を
掲
げ
て
お
く
。

○
剰
写
花
厳
経
八
十
巻
（
写
一
切
経
所
解
「
大
日
本
古
文
書
二
」
天
平

十
八
年
十
月
一
日
の
条
）
。

（
9
）
小
林
芳
規
「
六
地
蔵
寺
蔵
r
江
都
督
納
言
願
文
集
」
の
訓
点
に
つ
い
て
」

（
六
地
蔵
寺
善
本
董
刊
箪
二
巻
r
江
都
督
納
言
願
文
集
し
解
題
、
昭
和

五
十
九
年
、
汲
古
書
院
）
。

（
1
0
）
観
智
院
本
r
作
文
大
鉢
し
の
「
筆
大
鉢
」
で
は
、
対
偶
を
な
さ
ず
独
立

的
に
用
い
ら
れ
る
も
の
の
う
ち
、
四
字
以
上
で
用
字
の
声
調
も
自
由
な

句
を
「
浬
句
」
と
呼
称
す
る
。

（
1
1
）
柵
舶
国
史
大
系
本
の
活
字
本
文
に
拠
っ
た
。
慧
臼
に
よ
れ
ば
本
文
の
異

同
は
認
め
ら
れ
な
い
。

（
1
2
）
峰
岸
明
「
今
昔
物
語
集
に
於
け
る
変
体
漢
文
の
影
響
に
つ
い
て
　
－

「
問
」
の
用
法
を
め
ぐ
っ
て
1
」
（
r
国
語
学
し
三
十
六
集
、
昭
和
三

十
四
年
三
月
）
。

他
、
注
（
3
）
（
4
）
文
献
。

（
誓
吉
野
政
治
「
語
に
あ
ら
わ
れ
た
発
想
の
相
違
に
よ
る
和
習
1
上
代
に

お
け
る
崩
し
と
い
う
字
の
敬
語
接
頭
辞
的
用
法
に
つ
い
て
ー
」

（
局
志
杜
国
文
学
h
堕
昭
和
五
十
五
年
↓
月
）
。

（
1
4
）
小
島
憲
之
博
士
は
、
か
く
の
如
き
「
以
」
字
の
用
法
は
、
中
国
の
俗
語

文
に
用
い
ら
れ
た
一
般
の
用
法
で
あ
る
と
説
か
れ
る
由
で
あ
る
（
注
4

文
献
二
〇
〇
七
頁
）
。
尚
一
層
考
究
を
加
え
た
い
。
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（
B
）
観
智
院
本
r
作
文
大
鉢
し
の
「
筆
大
鉢
」
で
は
、
二
つ
の
句
の
対
か
ら

成
る
も
の
の
う
ち
、
五
字
以
上
十
余
字
か
ら
成
る
句
の
対
を
「
長
句
」

と
呼
称
す
る
。

（
摘
）
観
智
院
本
r
作
文
大
鉢
L
の
「
筆
大
鉢
」
で
は
、
第
一
句
と
第
三
句
、

第
二
句
と
第
四
句
と
い
う
よ
う
に
句
を
隔
て
て
対
句
を
構
成
す
る
も
の

（
隔
句
）
の
う
ち
、
上
旬
は
五
字
以
上
、
下
旬
は
六
字
以
上
の
二
句
を

繰
り
返
す
も
の
、
ま
た
は
上
旬
は
特
定
の
字
数
と
せ
ず
下
旬
は
三
字
と

す
る
二
句
を
繰
り
返
す
も
の
を
「
密
隔
句
」
と
呼
称
す
る
。

（
1
7
）
隔
句
（
注
1
6
）
の
う
ち
、
上
旬
は
四
字
、
下
旬
は
五
・
七
・
八
字
の
二

句
を
繰
り
返
す
も
の
、
ま
た
は
下
旬
は
四
字
、
上
旬
は
六
・
五
・
七
・

八
字
の
二
句
を
繰
り
返
す
も
の
を
「
雑
隔
句
」
と
呼
称
す
る
。

（
1
8
）
注
（
2
）
文
献
。

（
1
9
）
小
林
芳
規
先
生
よ
り
そ
の
写
真
を
借
覧
さ
せ
て
戴
い
た
折
の
調
査
に
基

く
（
八
十
四
丁
表
1
行
め
）
。

（
空
山
岸
徳
平
「
漫
憲
と
そ
の
作
品
－
作
文
集
を
中
心
と
し
て
」
（
r
日
本

諸
学
研
究
報
告
し
特
輯
第
六
篇
・
国
語
国
文
学
、
昭
和
十
七
年
十
一
月
）

（
竪
川
口
久
雄
r
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究
下
し
第
二
十
四
章
王
朝
漢

文
学
の
終
末
と
変
容
箪
二
節
藤
原
澄
憲
と
そ
の
唱
導
文
学
（
昭
和
三
十

六
年
、
明
治
書
院
）
。

（
空
間
山
和
夫
r
説
教
の
歴
史
的
研
究
し
撃
一
中
世
の
説
教
・
安
居
院
流
初

期
の
表
白
体
説
教
（
昭
和
五
十
年
・
法
蔵
館
）
。

（
㍑
）
観
智
院
本
類
葉
名
義
抄
僧
上
一
〇
四
「
知
食
」
に
「
シ
ロ
シ
メ
ス
」
の

訓
有
り
。
又
、
打
開
集
1
2
4
行
に
「
オ
ホ
シ
食
テ
」
と
有
る
。

（
空
但
し
、
中
国
古
典
の
文
章
に
そ
の
字
面
は
求
め
得
る
。

森
野
繁
夫
「
簡
文
帝
の
詩
に
み
え
る
「
1
日
」
－
「
本
臼
」
を
中
心
と

27　26　25

（28）

し
て
ー
」
（
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
し
日
本
・
東
洋
第
三
十
二
巻
一
号
、

昭
和
四
十
八
年
一
月
）
参
照
。

注
（
2
0
）
（
2
1
）
文
献
。

注
（
空
（
2
1
）
文
献
。

注
（
2
）
峰
岸
文
献
。

醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
r
研
究
妃
要
し
第
六
号
（
昭
和
五
十
九
年
・
法

蔵
館
）
所
収
。

（
讐
　
r
草
案
集
し
の
表
白
部
に
一
例
、

○
設
一
日
斉
度
鹿
三
宝
帰
依
一
矧
へ
脚
願
ア
リ
（
3
オ
9
）

丁
寧
表
現
に
係
る
「
候
」
字
が
拾
わ
れ
る
。
し
か
し
、
付
訓
「
へ
」
は

不
審
で
あ
り
、
文
脈
上
も
、
こ
こ
は
「
拾
」
も
し
く
は
「
御
」
が
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
誤
写
と
見
る
べ
き
か
も
知
れ
な

ヽ
一
　
〇

．
．
V

（
竺
　
「
安
居
院
流
表
白
集
の
文
章
構
成
と
そ
の
文
体
－
山
口
光
円
氏
蔵
草
案

集
と
日
光
輪
王
寺
蔵
諸
事
表
白
と
を
中
心
に
し
て
ー
」
（
鎌
倉
時
代
語
研

究
集
会
第
九
回
、
昭
和
五
十
九
年
八
月
十
二
日
）
口
頭
発
表
。

（
竺
　
r
高
山
寺
本
表
白
集
L
に
教
化
が
混
っ
て
い
た
り
、
続
群
書
類
従
巻
第

八
百
二
十
五
r
表
白
集
L
に
「
上
醍
醐
持
宝
王
院
供
養
願
文
」
の
如
き

作
が
混
っ
て
い
た
り
す
る
。

（
竺
小
林
芳
規
「
国
語
史
研
究
資
料
と
し
て
の
法
華
百
座
間
書
抄
」
四
中
世

語
の
使
用
と
講
師
と
の
関
係
（
小
林
芳
規
編
r
法
華
百
座
間
書
抄
総
索

引
＼
昭
和
四
十
九
年
・
武
蔵
野
書
院
）
。

（
翌
山
崎
誠
「
其
俗
交
談
記
考
－
仁
和
寺
文
苑
の
一
考
察
－
」
（
r
国
語

と
国
文
学
L
第
五
十
八
巻
二
号
、
昭
和
五
十
六
年
一
月
）
。

拙
稿
「
京
都
女
子
大
学
蔵
表
白
集
解
説
」
（
r
鎌
倉
時
代
語
研
究
し
第
十
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栂
、
昭
和
六
十
二
年
五
月
）
。

（
本
文
中
の
引
用
文
は
、
整
版
の
都
合
上
、
そ
の
表
記
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。
）

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
昭
和
六
十
年
度
提
出
の
修
士
論
文
の
一
部
を
改
稿
し
た
も
の
で
あ

る
。
本
稿
を
成
す
に
当
た
り
終
始
御
指
導
を
賜
わ
っ
た
小
林
芳
規
先
生
に
、

又
、
中
国
文
献
の
実
例
等
に
つ
い
て
御
教
示
賜
わ
っ
た
本
学
研
究
生
棄
竹
民

氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
－
　
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
在
学
　
－

彙
　
報

◎
昭
和
六
十
二
年
度
春
季
研
究
集
会

と
き
　
昭
和
六
十
二
年
六
月
二
十
八
日
（
日
）

と
こ
ろ
　
広
島
大
学
文
学
部
大
講
義
室

発
表
題
目
並
び
に
発
表
者

＜
午
前
＞
十
時
開
始

○
平
安
時
代
に
お
け
る
解
文
の
文
章
構
成
に
つ
い
て

－
　
「
尾
張
国
解
文
」
を
中
心
と
し
て
　
ー

西
村
　
浩
子

〇
九
州
方
言
に
お
け
る
動
詞
接
頭
辞
の
地
域
性
に
つ
い
て

－
　
佐
賀
、
熊
本
、
大
分
方
言
を
中
心
に
し
て
　
ー
　
　
井
上
　
博
文

○
熊
山
一
ク
マ
ヤ
マ
）
と
い
う
地
名
に
つ
い
て

－
　
ク
マ
の
要
素
を
さ
ぐ
る
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
河
　
直
樹

＜
午
後
＞
一
時
三
十
分
開
始

12

○
良
寛
「
草
堂
詩
集
』
　
に
於
け
る
重
禎
詩
に
つ
い
て

○
小
川
国
夫
¶
或
る
窒
ぎ
　
の
主
題
に
つ
い
て

○
平
安
朝
物
語
に
お
け
る
乳
母
の
位
置

下
田
　
祐
輔

大
原
　
　
剛

l
l
l
l
1
－
宣
一
旨
の
娘
と
明
石
の
上
と
の
か
か
わ
り
を
中
心
に
　
－西
村
　
　
恵

O
A
絵
巻
詞
雷
V
化
と
A
物
語
歌
集
詞
書
Ⅴ
化

稲
賀
　
敬
二

tosho-seibi-repo
長方形




